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今
年
の
夏
は
梅
雨
明

け
が
遅
く
、
後
半
に
な
っ

て
急
に
猛
暑
の
日
々
が

続
き
ま
し
た
が
、
い
つ

し
か
残
暑
の
季
節
も
過

ぎ
ま
し
て
秋
の
気
配
を
感
じ
さ
せ
る
今
日
こ
の
頃
、

会
員
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

先
般
平
成
十
八
年
度
福
井
工
業
大
学
後
援
会
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
役
員
改
選
の
結
果
、
本
年
度
も
引

き
続
き
会
長
職
に
推
薦
さ
れ
心
な
ら
ず
も
お
引
き
受

け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
協
力
を

頂
き
な
が
ら
意
を
新
た
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
の
地
区
別
懇
談
会
は
、
五
月
二
十
日
か
ら

六
月
十
八
日
ま
で
全
国
十
八
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
学
の
先
生
方
に
は
お
忙
し
い
中
を
出
向
い
て

頂
き
、
熱
心
に
ま
た
親
切
に
ご
懇
談
下
さ
い
ま
し
て

無
事
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
お
礼
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
理
事
の
皆
さ
ん
に
は
何
か
と
ご

協
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
会
員
皆
様
方
の
最
も
関
心
の
深
い
就
職
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
存
知
の
と
お
り
、
世
の
景

気
も
漸
く
上
向
き
と
評
さ
れ
、
就
職
状
況
に
も
明
る

い
兆
し
が
戻
っ
て
来
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
○
○
七

年
問
題
を
優
遇
し
た
多
く
の
企
業
で
は
、
後
継
者
確

保
の
た
め
新
卒
者
の
採
用
を
前
倒
し
で
計
画
的
に
実

施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。　
　
　

し
か
し
、
学
生
の
就
職
環
境
は
激
変
し
て
き
て
い

る
と
言
わ
れ
、
力
強
い
努
力
が
な
け
れ
ば
何
事
も
日

な
た
の
恩
恵
に
預
か
れ
な
い
厳
し
さ
は
一
層
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
大
学
ご
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
地
区
毎
の
就
職
担
当
の
先
生
方
に
よ
る
企
業
開

拓
を
始
め
、
就
職
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
学
内
企

業
合
同
説
明
会
、
個
別
指
導
等
、
学
生
の
就
職
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
頂
い
て
お
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
別
紙
ご
案
内
の
と
お
り
、
本
年
度
も
保

護
者
の
方
を
大
学
祭
に
招
待
し
、
大
学
を
よ
り
良
く

知
っ
て
も
ら
お
う
と「
保
護
者
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
・

講
演
会
及
び
懇
談
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
変
す
ば
ら
し
い
研
究
設
備
や
実
験
室
が
充

実
し
て
お
り
、
新
設
の
Ｆ
・
Ｕ
・
Ｔ
・
タ
ワ
ー
で
は
授

業
や
就
職
支
援
・
学
習
支
援
・
学
生
生
活
支
援
等
の

拠
点
と
し
て
本
格
稼
動
を
し
て
い
ま
す
。
是
非
こ
の

機
会
に
ご
見
学
に
来
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
各
位
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　
　

福
井
工
業
大
学
後
援
会

会　

長　

見
　
谷
　
貞
　
次

　

会
員
各
位

定
期
総
会
報
告
に
つ
い
て

　

五
月
二
十
日
午
後
一
時
か
ら
、
本
学
福
井
学
舎

に
多
数
の
会
員
の
方
が
ご
出
席
下
さ
り
平
成
十
八

年
度
後
援
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
ご
報
告
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

一
、
平
成
十
七
年
度
事
業
経
過
報
告
の
件

　
　
　

事
務
局
か
ら
別
記
、
第
１
の
と
お
り

　
　
　

報
告

二
、
平
成
十
七
年
度
決
算
承
認
の
件

　
　
　

事
務
局
か
ら
決
算
報
告

　
　
　

監
事
か
ら
監
査
報
告

　
　
　

別
記
、
第
２
の
と
お
り
一
同
承
認

三
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
案

　
　
並
び
に
予
算
案
の
件

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明

　
　
　

別
記
、
第
３
及
び
第
４
の
と
お
り

　
　
　

一
同
承
認

四
、
平
成
十
八
年
度
役
員
選
出
の
件

　
　
　

規
約
第
六
条
に
よ
り
役
員
選
出

　
　
　

別
記
、
第
５
の
と
お
り
一
同
承
認

福
井
工
業
大
学
後
援
会

　
　
　

会  

長　

見  

谷
　
貞  

次

ご
あ
い
さ
つ
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平成17年度  事業経過報告別記  第1

月 主　要　行　事 大学関連行事 主 な ク ラ ブ 活 動

4
後援会会報第30号発行 地区就職開拓　　

厚生補導
就職指導
学内企業合同説明会

第89回日本陸上競技選手権大会50km 競歩

5
後援会役員会
後援会定期総会
福井地区懇談会

五月祭
学園創立56周年
自己発見レポート事後指導会
地区別合同就職指導会

6

地区懇談会　
新潟・岐阜・和歌山・東京・山形・
滋賀・香川・静岡・三重・富山・長野・
石川・名古屋・京都・兵庫・大阪・
福知山・沖縄

第21回日本ジュニア陸上競技選手権大会
第54回全日本大学野球選手権大会

7

第74回日本学生陸上競技対校選手権大会
第53回全日本学生剣道選手権大会
第49回全日本学生空手道選手権大会
　　　 及び東西対抗戦
第48回全国空手道選手権大会

8
第28回全日本大学軟式野球選手権大会

9
後援会会報第31号発行 第3回全日本学生フォーミュラ大会

第30回全日本競歩根上大会
2005全日本学生チャンピオンシップ

10

保護者キャンパス見学会及び懇談会
後援会役員会

大学祭
就職ガイダンス
職業興味検査
産業職業研究セミナー

全日本学生柔道体重別選手権大会
第53回全日本学生剣道優勝大会
第44回全日本50km 競歩高畠大会
第36回明治神宮野球大会
　　　東海・北陸・愛知大学野球連盟代表決定戦

11
産業職業研究セミナー
就職ガイダンス
就職試験対策セミナー

全日本学生馬術競技大会
第49回全日本大学空手道選手権大会

12
就職試験対策セミナー
就職ガイダンス

全日本学生馬術選手権大会
全日本大学バレーボール選手権大会
第54回全日本大学サッカー選手権大会

1
企業人材養成講座 第89回日本陸上競技選手権男子・女子20km 競歩大会

2 学内企業合同説明会

3 学位記授与式

｛
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別記  第2 平成17年度  収支決算書

[収入の部 ] （単位　円）

項 目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考
会 費 20,640,000 20,145,000 △ 495,000

会 費 20,640,000 20,145,000 △ 495,000 ＠7,500×2,686名
雑 収 入 500 480 △ 20  預金利子

雑 収 入 500 480 △ 20
繰 越 金 11,298,940 11,298,940 0

前 年 度 繰 越 金 11,298,940 11,298,940 0
収 入 合 計 31,939,440 31,444,420 △ 495,020

[支出の部 ] （単位　円）

項 目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考
会 議 費 800,000 645,764 △ 154,236

会 議 費 800,000 645,764 △ 154,236 定期総会諸経費等
需 要 費 180,000 163,451 △ 16,549

消   耗   品   費 30,000 30,000 0 事務用消耗品
通 信 費 90,000 78,200 △ 11,800 定期総会、役員会等案内発送
印 刷 費 60,000 55,251 △ 4,749 同上案内、資料等印刷代

事 業 費 19,650,000 18,113,166 △ 1,536,834
厚 生 補 導 費 350,000 344,500 △ 5,500 教職員と学生との懇談会諸経費
ク ラ ブ 活 動 費 7,000,000 6,534,372 △ 465,628 クラブ活動補助等

就 職 開 拓 費 5,000,000 5,000,000 0
企業向けパンフレット作成費・合同説明会経費・
就職開拓費・企業就職研究会等

就 職 指 導 費 1,100,000 1,011,143 △ 88,857 進路の手引・就職講座経費・都道府県別進路先一覧
地 区 活 動 費 4,000,000 3,080,971 △ 919,029 地区懇談会諸経費等
創 立 記 念 積 立 金 200,000 200,000 0 創立60周年記念用積立金
会 報 発 行 費 2,000,000 1,942,180 △ 57,820 年２回発行諸経費

慶 弔 費 200,000 147,123 △ 52,877
慶 弔 費 200,000 147,123 △ 52,877

旅 費 700,000 654,260 △ 45,740
旅   費 700,000 654,260 △ 45,740

大 学 祭 補 助 費 1,000,000 864,122 △ 135,878
大 学 祭 補 助 費 1,000,000 864,122 △ 135,878

予    備    費 9,409,440 183,020 △ 9,226,420
予 備 費 9,409,440 183,020 △ 9,226,420

繰 越 金 0 10,673,514 10,673,514
次 年 度 繰 越 金 0 10,673,514 10,673,514

支 出 合 計 31,939,440 31,444,420 △ 495,020

《積立金会計》 （単位　円）

名 称 前 年 度 残 高 今 年 度 積 立 金 今年度取り崩し額 今 年 度 末 残 高 備 考
創立60周年記念積立金 1,900,000 200,000 0 2,100,000

平成17年4月1日～平成18年3月31日

上記の収支決算について監査しました結果、適正であることを確認いたしました。
　　　　平成 18 年 4 月 25 日
　　　　福井工業大学後援会
　　　　　　　　　　　監事　　　　　　　　　　　　　　　　監事

福井工業大学後援会
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別記  第3 平成18年度  事  業  計  画

月 主　要　行　事 大学関連行事 主 な ク ラ ブ 活 動

4
後援会会報第32号発行 地区就職開拓

厚生補導
就職指導
学内企業合同説明会

第45回全日本競歩輪島大会

5
後援会役員会
後援会定期総会
福井地区懇談会

五月祭
学園創立57周年
自己発見レポート事後指導会
地区別合同就職指導会

6

地区懇談会　
新潟・岐阜・和歌山・東京・山形・
滋賀・香川・静岡・三重・石川・富山・
長野・愛知・京都・兵庫・大阪・
福知山・沖縄

第55回全日本大学野球選手権大会
第75回日本学生陸上競技対校選手権大会
第55回全日本学生柔道優勝大会

7

第54回全日本学生剣道選手権大会
第50回全日本学生空手道選手権大会及び東西対抗戦
第49回全国空手道選手権大会
第22回日本ジュニア陸上競技選手権大会
第30回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント

8
第42回全日本学生カヌー選手権大会
第54回全日本学生弓道選手権大会
第37回全日本学生弓道遠的選手権大会
第29回全日本大学軟式野球選手権大会

9
後援会会報第33号発行 2006全日本学生チャンピオンシップ

第4回全日本学生フォーミュラ大会
第31回全日本競歩根上大会
天皇杯サッカー選手権

10

保護者キャンパス見学会・講演会及び　 
懇談会
後援会役員会

大学祭
就職ガイダンス
職業興味検査
産業職業研究セミナー

第54回全日本学生剣道優勝大会
第45回全日本50km 競歩高畠大会
平成18年度日本カヌーフラットウォーターレーシング選手権大会
第25回全日本学生柔道体重別選手権大会
第37回明治神宮野球大会東海・北陸・愛知大学連盟代表決定戦

11
産業職業研究セミナー
就職ガイダンス
就職試験対策セミナー
企業人材養成講座

全日本学生馬術競技大会
第50回全日本大学空手道選手権大会
第8回全日本学生柔道体重別団体優勝大会

12
就職試験対策セミナー
就職ガイダンス
企業人材養成講座

全日本学生馬術選手権大会
全日本バレーボール選手権大会
第55回全日本大学サッカー選手権大会

1
第90回日本陸上競技選手権大会男子・女子20km競歩大会

2 学内企業合同説明会

3 学位記授与式

｛
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別記  第4 平成18年度  収支予算書

[ 収入の部 ] （単位　円）

項 目 前 年 度 予 算 額 予 算 額 増 減 備 考
会 費 20,640,000 18,832,500 △ 1,807,500

会 費 20,640,000 18,832,500 △ 1,807,500 ＠7,500×2,511名
雑 収 入 500 500 0  預金利子

雑 収 入 500 500 0
繰 越 金 11,298,940 10,673,514 △ 625,426

前 年 度 繰 越 金 11,298,940 10,673,514 △ 625,426
収 入 合 計 31,939,440 29,506,514 △ 2,432,926

[ 支出の部 ] （単位　円）

項 目 前 年 度 予 算 額 予 算 額 増 減 備 考
会 議 費 800,000 700,000 △ 100,000

会 議 費 800,000 700,000 △ 100,000 定期総会諸経費等
需 要 費 180,000 180,000 0

消  耗  品  費 30,000 40,000 10,000 事務用消耗品
通 信 費 90,000 80,000 △ 10,000 定期総会、役員会等案内発送
印 刷 費 60,000 60,000 0 同上案内、資料等印刷代

事 業 費 19,650,000 19,100,000 △ 550,000
厚 生 補 導 費 350,000 500,000 150,000 教職員と学生との懇談会諸経費、国際学会餞別代
ク ラ ブ 活 動 費 7,000,000 7,000,000 0 クラブ活動補助等

就 職 開 拓 費 5,000,000 5,120,000  120,000
就職インフォメーション・合同説明会経費・
就職開拓費等

就 職 指 導 費 1,100,000 980,000 △ 120,000 進路の手引・就職講座経費・都道府県別進路先一覧
地 区 活 動 費 4,000,000 3,300,000 △ 700,000 地区懇談会諸経費等
創 立 記 念 積 立 金 200,000 200,000 0 創立60周年記念用積立金
会 報 発 行 費 2,000,000 2,000,000 0 年２回発行諸経費

慶 弔 費 200,000 200,000 0
慶 弔 費 200,000 200,000 0

旅 費 700,000 700,000 0
旅   費 700,000 700,000 0

大 学 祭 補 助 費 1,000,000 1,000,000 0
大 学 祭 補 助 費 1,000,000 1,000,000 0

予    備    費 9,409,440 7,626,514 △1,782,926
予 備 費 9,409,440 7,626,514 △1,782,926

支 出 合 計 31,939,440 29,506,514 △ 2,432,926

《積立金会計》 （単位　円）

名 称 前 年 度 残 高 今 年 度 積 立 金 今年度取り崩し額 今 年 度 末 残 高 備 考
創立60周年記念積立金 2,100,000 200,000 0 2,300,000

平成18年4月1日～平成19年3月31日
福井工業大学後援会
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別記  第5 平成18年度  福井工業大学後援会役員名簿

会 　 長 見　谷　 貞　次 （福井県）

副 会 長 永　井　 誠　司 （長野県）

副 会 長 文珠四郎　　博 （福井県）

監　 事 近  藤   恭  弘 （福井県）

監　 事 上  田   浩  一 （福井県）

理   事 内　山　政　之 （新潟県） 理   事 大　林　市　一 （福井県）

理   事 小　林　雅　弘 （福井県） 理   事 喰　田　啓　二 （福井県）

理   事 鈴　木　直　子 （静岡県） 理   事 高　村　文　能 （福井県）

理   事 田　中　茂　夫 （新潟県） 理   事 堀　江　宏　一 （福井県）

理   事 山　口　秀　信 （福井県） 理   事 綿　谷　精　一 （福井県）

理   事 伊  藤　　   司 （秋田県） 理   事 大  塚　 敬  之 （滋賀県）

理   事 大  槻　　   司 （京都府） 理   事 桒  原  一  幸 （岐阜県）

理   事 坂  井　 和  平 （福井県） 理   事 坂  川  晴  夫 （福井県）

理   事 中  村　 安  徳 （香川県） 理   事 西  川　 智  敏 （和歌山県）

理   事 水  野  正  英 （京都府） 理   事 宮　 原　 正  幸 （福井県）

理   事 森  永　 高  司 （岡山県） 理   事 山  﨑　 武  男 （福井県）

理   事 伊　原　浩　和 （福井県） 理   事 加　茂　恒　夫 （静岡県）

理   事 酒　井　　　 一 （福井県） 理   事 真　田　隆一郎 （福井県）

理   事 武　村　啓　二 （福井県） 理   事 坪　川　和　夫 （福井県）

理   事 長　田　正　光 （和歌山県） 理   事 初　谷　雅　樹 （石川県）

理   事 藤　岡　義　夫 （愛知県） 理   事 藤　澤　潤一郎 （群馬県）

理   事 藤　本　カヨ子 （富山県） 理   事 松　本　茂　宏 （兵庫県）

理   事 翠　　　 康　彦 （福井県） 理 　 事 荒　井　證　次 （福井県）

理 　 事 荒　川　このみ （京都府） 理 　 事 岩　佐　淳　司 （福井県）

理 　 事 漆　谷　豊　和 （石川県） 理 　 事 大　塚　康　司 （岐阜県）

理 　 事 織 田 秀 憲 （福井県） 理 　 事 片　山　　   修 （福井県）

理 　 事 北　山　一　仁 （香川県） 理 　 事 柴　田　郁　夫 （福井県）

理 　 事 田　島　將　企 （滋賀県） 理 　 事 田　中　俊　憲 （徳島県）

理 　 事 西　山　一　二 （福井県） 理 　 事 西　山　英　俊 （福井県）

理 　 事 長谷川  照　義 （三重県） 理 　 事 深　石　仁　満 （新潟県）

理 　 事 三田村  知　久 （福井県） 理 　 事 南　　　 信  之 （京都府）

理 　 事 邑　上　利　明 （長野県） （順不同、敬称略）
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平成18年度
地区別懇談会を

終えて

　

地
区
別
懇
談
会
は
、
全
国
十
八

地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
学

科
の
担
当
の
先
生
に
加
え
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
就
職
担
当
の
先
生

が
出
張
さ
れ
る
な
ど
、
保
護
者
か

ら
の
ご
質
問
ご
要
望
等
に
万
全
の

対
応
が
取
れ
る
よ
う
配
慮
頂
い
て

い
ま
す
。
先
生
か
ら
は
教
育
内
容

や
学
校
生
活
の
様
子
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
他
、
保
護
者
と
の
個
別

面
談
が
実
施
さ
れ
、
学
生
の
進
学
・

就
職
に
つ
い
て
及
び
大
学
へ
の
質

問
・
要
望
等
極
め
て
多
岐
に
わ
た

る
問
題
に
つ
い
て
、
有
意
義
な
懇

談
の
場
が
も
た
れ
ま
し
た
。

　

折
角
の
機
会
で
す
の
で
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
方
の
数
多
く
の
ご
出

席
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
の
開
催
報
告
に
基
づ
き

ま
し
て
、
次
の
と
お
り
取
り
ま
と

め
ま
し
た
。

○
ご
夫
婦
で
の
出
席
が
多
く
見
ら

れ
、
熱
心
に
ご
相
談
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

○
学
生
と
保
護
者
と
の
日
頃
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
が
原

因
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
例
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
各
種
の
資
格
試
験
を
受
験
す
る

学
生
が
、
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
合
格
率
と
か
就
職
先

等
に
つ
い
て
の
質
問
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

○
六
月
は
、
婚
礼
シ
ー
ズ
ン
の
た

め
、
便
利
が
良
く
設
備
の
整
っ

た
施
設
、
ホ
テ
ル
等
の
確
保
が

難
し
く
、
ご
不
自
由
さ
を
お
か

け
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。
来
年
の
開
催
に
向
け
て
、

鋭
意
改
善
に
努
め
ま
す
の
で
、

更
に
多
く
の
方
が
出
席
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

出
席
者
数
は
、
下
記
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

五
月
二
十
日
〜

六
月
十
八
日
開
催
を
総
括

出席者数

315人

415人

平成18年度

平成17年度

出席率

12.2％

14.8％

在学生数

2,581人

2,800人

〈地区懇談会出席者数〉

全体説明（石川地区）

個別面談
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「生活」と「健康」をサポート

学生生活センター
充実したキャンパスライフと将来のために
学生の「生活」と「健康」をしっかりサポート
します。

　

楽
し
く
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
を
送
る
に
は
、
何
よ
り
健
康
な

心
身
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

Ｆ・
Ｕ・
Ｔ・
２
号
館
１
階
に
は
医
務

室
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
担
当
の
看

護
師
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
ベ
ッ
ド

や
市
販
薬
も
常
備
さ
れ
て
い
る
の

で
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
時
は
気
軽

に
医
務
室
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

悩
み
は
一
人
で
抱
え
る
も
の

で
は
な
く
、
相
談
す
れ
ば
き
っ

と
道
が
開
け
る
で
し
ょ
う
。

学
生
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
に
の

り
ま
す
。
友
人
や
家
族
と
一

緒
に
来
所
し
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
し
、
電
話
や
手
紙
に
よ

る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
希
望
に
応
じ
て
、
心
理

テ
ス
ト
や
性
格
検
査
な
ど
も

自
由
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

最
初
は
少
し
勇
気
が
必
要

で
す
が
、
相
談
の
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ド

ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　大学生活は、大きな環境
の変化や将来への不安など
から、心のバランスを崩しや
すい時期でもあります。学生
相談コーナーは、さまざまな
心の悩みをケアするための施
設です。専門の臨床心理士
が、秘密厳守でカウンセリン
グを行います。学生生活を楽
しく快適に送るために、ぜひ
気軽に立ち寄ってください。

●
利
用
時
間

　

月
〜
金
曜
日　
　

８
時
半
〜
17
時
半

　

土
曜
日（
隔
週
）　

８
時
半
〜
13
時
半

●
医
務
室
担
当
看
護
師　

森
永
真
紀

「医務室」の担当看護師が
学生の健康管理をお手伝い

学生生活センター長
黒田  英三（教養部教授）

　 授業への取り組み方がわか
らない

　 もっと充実した学生生活を
送りたい

　 今と違った生き方があるの
ではないかと迷っている

　 人とうまく話ができない

　 誰とも自由につきあえるよ
うになりたい

　 自信がなく、なんとなく不
安である

　 経済的なことで困っている
　 異性との交際で悩んでいる

S u p p o r t  f o r  s t u d e n t
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01

01

02

03

04 05 05

06

06

06

学生の味方！といえば、
やっぱり気になる食堂は２号館だ！

バラエティーに富んだメニューは、
どれもボリューム満点！

04 あれもこれも
揃っていて便利
キャンパス
コンビニへGO！

弁当、パン、ジュース、本、文具
などが揃うキャンパスコンビニ
は、とっても便利。「パソコンサポートデス
ク」もあるので、故障など困った時のメンテ
ナンスも安心です。

06 キャンパスに集う学生たちの
コミュニティー広場

コミュニティー広場は学生たちのリラックス空間。休み時間
や放課後には、学生たちが思い思いにくつろいだひとときを
過ごしています。
伝統芸能をはじめ、多目的に利用される「能舞台」や、昔の暮
らしぶりが垣間見える「田舎屋」など、ユニークな建築物も。

05 えっ？学内に温泉？いい湯だな～
金井学園総合健康増進センター

敷地内に温泉源が発見されて誕生した「総合健康増進センター
（福井アカデミアホテル）」。ホテルとしても活用されています。
泉質は、やけどや切り傷などに効く全国でも珍しい硫酸温泉。大
浴場に加えて露天風呂も設けられています。

02 しっかり学べる、けっこう楽しめる
2号館の図書館に集合～

膨大な蔵書数（図書約16万4500冊、雑誌約
600種）を誇る図書館は、学生たちの知的好奇
心が刺激される場所です。F.U.T.図書館のホー
ムページから検索して、他大学の蔵書を借りるこ
とも可能。ちなみに、F.U.T.の図書館は学外にも
開放されており、一般の人も利用できます。

03 男子禁制！？ ヒミツの花園？
女子学生のための憩いのスペース

テレビや雑誌類も揃っている「女子学生ロビー」
は、昼休みや講義の空き時間などに、女子学生の
憩いの場として利用されています。

学
生
た
ち
が
集
う
施
設
紹
介

授
業
で
疲
れ
た
と
き
は
、く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
が

ほ
し
い
も
の
。ゆ
っ
く
り
と
昼
食
を
と
っ
た
り
、友
達

と
語
り
合
っ
た
り
。温
泉
に
入
っ
た
り
？
Ｆ
・
Ｕ
・
Ｔ
・

の
充
実
し
た
施
設
を
活
用
し
て
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
を
満
喫
し
よ
う
！
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「就職」「進学」、可能性は無限

F.U.T.卒業後の
進路
大学に残って研究・学問を続けるか？
資格をもとに社会へ飛び立つか？

進学大学院への就職企業・団体への

学内の就職セミナーや個別指導の機会を活
用して、志望する業種や具体的な企業名を
絞り込んでください。また、学内の情報端
末を利用して、大学に来ている求人状況や
企業情報を確認できます。

一般企業への就職

F.U.T.の大学院は５つの専攻を網羅。学生
時代の研究を、より深く追求できる体制を
整えています。学部・大学院を通じて、同
じ先生に師事することも可能です。

学内大学院への進学

取り組みたい研究テーマをしっかりと定め
て、学外の大学院へ進学することもできま
す。F.U.T.の４年間で、専門知識と研究に
対する姿勢を身に付けてください。

他の大学院への進学

F.U.T.では、公務員志願者を対象にした
「特別講座」を開講し、試験対策をサポー
ト。同講座では、公務員試験に必要な文系
科目も、幅広く学ぶことができます。

公務員としての就職

【修士課程】
・電気工学専攻
・機械工学専攻
・建設工学専攻
・応用理化学専攻
・情報学専攻

【博士後期課程】
・電気工学専攻
・応用理化学専攻
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卒業後の「夢」を実現するために。

就職サポート体制

強力なフォーローアップがあるから、
夢に向かって思いきりやれる。

F.U.T.が目指しているのは、
一人ひとりの可能性を
限りなく拡げることです。

F.U.T.求人・就職DATA

コミュニケーション能力

第1位
75.1％
75.0％

チャレンジ
精神

第2位 52.9％
56.6％

主体性第3位
52.5％
50.4％

協調性第4位 48.7％
45.4％

誠実性第5位 39.1％
34.3％

企業が採用選考時に重視する要素
㈳日本経済団体連合会調べ（2006.1.26）

F.U.T.が掲げる上記３つのコンセプトは、実社会で
求められる重要なファクターです。事実、㈳日本経
済団体連合会が発表したデータ（2006.1.26）に
よれば、企業が採用選考時に重視する要素は左記の
とおりです。ちなみに、これは３年連続で同様の順
位となっています。

創造力

チャレンジ精神

人間力

主体性
＋

誠実性

共生力

コミュニケーション能力
＋

協調性

2006年度
2005年度
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卒業後がしっかりわかる学科別就職先＆
アドバイス 学科別の就職先がリアルにわかる。

リアルなアドバイスが生きてくる。

F.U.T.には学科ごとに
就職担当教員がいるほ
か、各都道府県ごとに
も就職地区担当教員が
います。求人情報の整
理をはじめ、企業の採
用動向分析、就職試験
の傾向分析などを実
施。もちろん、就職に
関する個別相談やアド
バイスも行っていま
す。各学科の就職担当
教員（平成18年度）か
ら、皆さんへの一言ア
ドバイスを掲載しまし
たので参考にしてくだ
さい。

学生諸君には資格取得を奨
励しています。実力の証明と
して就職に有利になるだけで
なく、自己啓発を通じて前向
きな学生生活を送り、常に努
力する習慣を養うことができ
るからです。資格取得関連の
講義も充実しており、資格取
得を強力にサポートします。

経営情報
学科

正本 順三教授
柔軟性と積極性とを持って仕
事や体験から学ぶためには、
ものを見る眼とセンスが必要
です。そのための土台を学生
時代に築いてください。わか
らないことは、どんどん先生
に質問しましょう。本学では、
求めさえすれば存分に教えて
もらえます。

環境・
生命未来
工学科

畠山 兵衛教授
企業が皆さんに期待するの
は、広い視野と行動力であっ
たり、高い専門性を究める能
力であったり、さまざまです。
勉強に限らず、皆さんが積極
的で誠実な姿勢で、真剣に
物事に取り組むことにより成
長し、新しい可能性を開くこ
とを期待しています。

宇宙通信
工学科

青山 隆司助教授

近年は、専門知識だけでなく
コミュニケーション能力など
も重視されています。学生の
皆さんは、普段から好奇心を
持って勉強に取り組んでくだ
さい。それが自ずから幅広い
知識と人間性を育て、企業が
求める資質を養うことになる
でしょう。

機械
工学科

林　卓郎教授
高校までと違い、大学では自
分で授業を選択し、カリキュ
ラムを組み立てていきます。
興味のあるテーマに積極的に
取り組んで、将来の進むべき
道を探してください。工学は
もちろん、政治・経済・歴史
などに関心を持つことも大切
です。

電気電子
工学科

村橋 俊明教授
企業が必要としているのは、
新しい提案ができる人材で
す。しっかりとした技術と、
枠にとらわれない柔軟な発想
力が求められているのです。
知識や技術の裏付けとなる各
種の資格取得に、積極的に
チャレンジしてください。

建設
工学科

（建築学専攻）

辻岡 静雄教授
企業で活躍するには、基礎学
力の向上と資格取得が大切で
す。また、チームワークよく
業務を遂行するため、クラブ
活動や友だちとのつきあいを
通じて協調性を養うと同時
に、きちんとした自己主張が
できるようになってほしいと
思います。

建設
工学科

（土木環境工学専攻）

芝野 照夫教授

Finding
employment

Advice
×
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平
成
十
九
年
三
月
卒
業
予
定

者
を
取
り
巻
く
就
職
環
境

は
、
景
気
の
回
復
基
調
に
加
え
て

二
〇
〇
七
年
問
題
を
反
映
し
た
「
売

り
手
市
場
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
平
成

十
八
年
度
三
月
卒
業
生
に
対
す
る
本

学
へ
の
求
人
企
業
数
が
二
、六
四
四

社
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
本
年
度
は

七
月
三
十
一
日
現
在
で
三
、〇
九
三

社
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
内
定
状
況
も
昨
年
の

九
月
中
旬
の
内
定
状
況
に
匹
敵
す
る

六
〇
％
の
内
定
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、別
表
は
本
年
度（
七

月
末
現
在
）
内
定
を
獲
得
し
て
い
る

大
手
企
業
一
覧
で
す
。

　

こ
の
大
手
企
業
か
ら
内
定
を
獲
得

し
て
い
る
多
く
の
学
生
は
、
勤
務
地

に
拘
ら
な
く
自
分
の
力
を
社
会
で
十

分
に
発
揮
し
、
会
社
や
社
会
に
貢
献

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
就
労
意
識
の

高
い
明
朗
快
活
な
若
者
で
す
。
企
業

が
本
学
に
求
め
て
い
る
人
材
は
、
職

場
に
お
い
て
同
僚
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
上
手
く
図
れ
職
場
を

明
る
く
活
性
化
で
き
る
中
堅
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
学
学
生
の
就
職

活
動
は
非
常
に
順
調
に
進
ん
で
い
ま

す
が
、
結
果
的
に
は
昨
年
並
み
の

九
五
％
に
収
束
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
学
に
お
け
る
残
り
五
％
は
、

真
面
目
で
成
績
は
良
い
が
他
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
極
め
て
苦

手
と
す
る
学
生
や
、
自
立
心
に
欠

け
勤
労
意
欲
の
低
い
学
生
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
残
り
五
％
の
数
字
を
如
何

に
減
ら
す
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。

　

本
学
で
は
、
こ
の
よ
う
な
学
生
を

で
き
る
だ
け
早
期
に
把
握
し
て
適
切

な
指
導
を
す
る
た
め
に
、
一
年
次
に

お
い
て
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
Ｆ
Ｔ
Ｈ
と

ア
ク
シ
ョ
ン
Ｆ
Ｔ
Ｈ
と
い
う
必
修
科

目
を
設
け
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ご
自
身
が

採
用
側
の
立
場
に
立
っ
て
、
ご
自
分

の
ご
子
弟
に
対
し
た
と
き
「
採
用
」

の
決
断
を
下
せ
る
か
ど
う
か
を
、
冷

静
に
お
考
え
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
す
る
と
共
に
、
何
な
り

と
ご
相
談
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
全
て
の
学
生
が
満
足
度
の
高
い

就
職
を
！
」
を
合
言
葉
に
、
力
を
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

就
職
支
援
課
長　

中 

道  

義 

忠

Informal decision of
finding employment progress report
at current year

中  
道
　
義  

忠本
年
度
の

進
捗
状
況

就
職
内
定
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電気電子工学科
官公庁名 人数 府県名

日本原子力防護システム㈱ 1 名 東京都

木内計測㈱ 1 名 大阪府

北陸電話工事㈱ 1 名 石川県

井村屋製菓 2 名 三重県

㈱きんでん 1 名 大阪府

北陸通信工業㈱ 1 名 石川県

東洋計器㈱ 1 名 長野県

セーレン㈱ 2 名 福井県

山九㈱ 1 名 東京都

㈱柳沢精機製作所 1 名 長野県

中立電機㈱ 1 名 愛知県

光生アルミニューム工業㈱ 2 名 愛知県

㈱コア 1 名 東京都

北陸電気工事㈱ 2 名 富山県

日本電信電話施設㈱ 1 名 愛知県

㈱シーテック 1 名 東京都

㈱オービック 1 名 大阪府

日精樹脂工業㈱ 1 名 長野県

ヤフー㈱ 1 名 東京都

㈱中部プラントサービス 1 名 愛知県

㈱オフテクス 1 名 大阪府

㈱トーエネック 1 名 愛知県

ジスクソフト㈱ 1 名 神奈川県

中部松下テクニカルサービス㈱ 1 名 愛知県

三菱電機住環境システムズ㈱ 1 名 東京都

アルテクナ㈱ 1 名 東京都

㈱ソデックプラステック 1 名 石川県

㈱シーイーシー 1 名 東京都

北陸電気工業㈱ 1 名 富山県

日本耐酸壜工業㈱ 1 名 岐阜県

㈱松源 1 名 和歌山県

㈱ダイナム 1 名 東京都

菱樹化工㈱ 1 名 滋賀県

アルプス技研㈱ 1 名 神奈川県

アイコム㈱ 1 名 大阪府

日本ビジネスコンピュータ 1 名 東京都

山崎製パン㈱ 1 名 東京都

キャノンシステムアンドサポート㈱ 1 名 東京都

機械工学科
官公庁名 人数 府県名

オリオン電機㈱ 2 名 福井県

アルプス技研㈱ 1 名 神奈川県

㈱エイチアンドエフ 2 名 福井県

新生電子㈱ 1 名 兵庫県

㈱テクノ菱和 1 名 東京都

ピープルスタッフ㈱ 1 名 愛知県

総合警備保障㈱ 1 名 東京都

㈱ゴーシュー 2 名 滋賀県

日本精機㈱ 1 名 新潟県

㈱クラレ 1 名 新潟県

住電エレクトロニクス㈱ 1 名 三重県

コマツキャブテック㈱ 1 名 滋賀県

極東開発工業㈱ 1 名 兵庫県

㈱カンセツ 2 名 大阪府

㈱タマデック 1 名 東京都

サンエツ金属㈱ 1 名 富山県

東海プラントエンジニアリング㈱ 1 名 愛知県

日本プラスト㈱ 1 名 静岡県

立山科学グループ 1 名 富山県

東洋電機㈱ 1 名 兵庫県

住金プラント㈱和歌山本社 1 名 和歌山県

日本電産シバウラ㈱ 1 名 福井県

日本電産㈱ 1 名 京都府

サカイ引越センター㈱ 1 名 東京都

ＴＣＭ㈱ 1 名 大阪府

美濃工業㈱ 1 名 岐阜県

山九㈱ 1 名 東京都

㈱レッドバロン 1 名 愛知県

ヤンマー㈱ 1 名 滋賀県

竹田設計工業㈱ 1 名 愛知県

㈱安永 1 名 三重県

碧海工業㈱ 1 名 愛知県

田中精密工業㈱ 1 名 富山県

光生アルミニューム工業㈱ 1 名 愛知県

㈱研精舎 1 名 東京都

三洋化成工業㈱ 1 名 京都府

㈱フルキャストセントラル 1 名 東京都

㈱ニチコン 2 名 京都府

綜合警備保障㈱ 1 名 東京都

㈱メタルアート 1 名 滋賀県

㈱ソミック石川 1 名 静岡県

安川エンジニアリング㈱ 1 名 福岡県

名古屋製酪㈱ 1 名 愛知県

日東精工㈱ 1 名 京都府

公務員

京都府警 1 名 京都府

建設工学科
官公庁名 人数 府県名

美樹工業㈱ 1 名 兵庫県

㈱福田組 2 名 新潟県

木原建設㈱ 1 名 福井県

セーレン㈱ 1 名 福井県

大末建設㈱ 2 名 大阪府

石黒建設㈱ 3 名 福井県

東日本ハウス㈱ 1 名 岩手県

㈱メノガイヤ 1 名 兵庫県

㈱穴吹工務店 1 名 香川県

㈱ナカノフドー建設 1 名 東京都

日本インシュレーション㈱ 1 名 大阪府

北陸ミサワホーム㈱ 2 名 石川県

ゲンキー㈱ 1 名 福井県

前田工繊㈱ 1 名 福井県

ソネック㈱ 1 名 兵庫県

東京コンピュータサービス㈱ 1 名 東京都

トランスコスモス㈱ 1 名 大阪府

前田道路㈱ 1 名 東京都

金下建設㈱ 1 名 京都府

大鉄工業㈱ 1 名 大阪府

水谷建設㈱ 1 名 三重県

斎久工業㈱ 1 名 東京都

昭和コンクリート工業㈱ 1 名 岐阜県

㈱ホクコン 1 名 福井県

えちぜん鉄道㈱ 1 名 福井県

㈳近畿建設協会 1 名 大阪府

奥村組土木興業㈱ 1 名 大阪府

環境・生命未来工学科
官公庁名 人数 府県名

㈱堀川 1 名 新潟県

東海ペプシコーラ販売㈱ 1 名 愛知県

㈱クスリのアオキ 2 名 福井県

㈱木内計測 1 名 大阪府

㈱チューエツ 1 名 富山県

エンシュウ㈱ 1 名 静岡県

倉庫精練㈱ 1 名 石川県

㈱クォードコーポレーション 1 名 福井県

㈱ふじや食品 2 名 福井県

轟産業㈱ 1 名 福井県

㈱クスリのアオキ 1 名 石川県

システムリサーチ㈱ 1 名 愛知県

北星ゴム工業㈱ 1 名 富山県

㈱ツルヤ 1 名 長野県

㈱一光 1 名 愛知県

㈱タカギセイコー 1 名 富山県

喜楽工業㈱ 1 名 滋賀県

三和化工㈱ 1 名 京都府

岡谷酸素㈱ 1 名 長野県

㈱ミツヤ 1 名 福井県

㈱Ｉ．Ｓ．Ｔ 1 名 滋賀県

経営工学科
官公庁名 人数 府県名

㈱ヤスサキグループ 1 名 福井県

コダマ樹脂工業㈱ 1 名 岐阜県

㈱ツルヤ 1 名 長野県

㈱ネクストシステム 1 名 石川県

ｷｬﾉﾝｼｽﾃﾑｱﾝﾄﾞｻﾎﾟｰﾄ 1 名 東京都

セーレン㈱ 3 名 福井県

西日本旅客鉄道㈱ 1 名 大阪府

北陸コンピュータ・サービス㈱ 1 名 石川県

東海興業㈱ 1 名 愛知県

㈱クスリのアオキ 1 名 石川県

㈱高志インテック 1 名 富山県

ゲンキー㈱ 1 名 福井県

轟産業㈱ 1 名 福井県

㈱ヤスサキグループ 1 名 福井県

㈱さえき 1 名 東京都

濃飛西濃運輸㈱ 1 名 岐阜県

㈱エル・ローズ 1 名 福井県

㈱ユース 2 名 福井県

福井鋲螺㈱ 1 名 福井県

㈱森精機製作所 1 名 愛知県

伊藤ハム食品㈱ 1 名 富山県

宇宙通信工学科
官公庁名 人数 府県名

マスプロ電工㈱ 1 名 愛知県

㈱メイテックフィルダーズ 2 名 東京都

富士通テン㈱ 1 名 兵庫県

㈱アルテクナ 1 名 東京都

大学院
官公庁名 人数 府県名

コムシス㈱ 1 名 神奈川県

戸田テクノロジーサービス㈱ 1 名 東京都

北陸コンピュータサービス㈱ 1 名 富山県

コベルコ建機㈱ 1 名 東京都

タカタ㈱ 1 名 東京都

日新電機㈱ 1 名 京都府

アネスト岩田㈱ 1 名 神奈川県

新生電子㈱ 1 名 兵庫県

神戸製鋼所㈱ 1 名 兵庫県

㈱ニチリン 1 名 兵庫県

㈱熊谷組 1 名 東京都

能美防災㈱ 1 名 東京都

注大手企業は、資本金３億円以上、もしくは従業員300名以上の企業とします。　　赤字は東証・大証・名証上場企業。

 平成18年度　大手企業内定状況
（平成18年７月31日現在）
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先輩たちの声を聞いてみよう。

F.U.T.サクセスインタビュー

インターネットでの情報収集も大切ですが、それだけではわからないこともあります。
私の場合、就職サテライトセンターで生の情報に触れるように努めました。内定先も
就職サテライトセンターの紹介をきっかけに受験しました。面接は基本が重要。大きな
声であいさつし、相手の目を見て話すことが大切です。
文章を書く力は、授業のレポートや卒業研究の報告書などで養えると思います。

経営工学科（平成17年度卒業）中野　洋さん

相手の目を見て話すことが大切。

最後まで諦めない気持ちでチャレンジを。

挑戦してみることが大切。

株式会社栗菱コンピューターズ S u c c e s s  i n t e r v i e w

公務員試験対策には、就職対策セミナーの－般常識模擬試験がとても役立ちました。
私は履歴書やエントリーシートに書ける資格が少なくて困ったので、資格取得にも積極
的にチャレンジしてください。就職活動は早めにスタートする方が余裕を持てていいと
思います。この４年間でいろいろな先生からいろいろな考え方を学びました。それを仕
事に役立てていければと思っています。

建設工学科（平成17年度卒業）山本浩史さん

資格取得に積極的にチャレンジ。

兵庫県警察 S u c c e s s  i n t e r v i e w

警察官は小さい頃からあこがれの職業で、仕事のやりがいの大きさに魅力を感じてい
ました。試験に関する情報などはインターネットで収集しました。面接時には“工学系
の大学から公務員を志望した理由”を質問されましたが、「住民に直接奉仕できる仕事
がしたい」と答えました。面接では、とにかく大きな声ではっきりと自分の考えを伝え
ることが大切ですね。

機械工学科（平成17年度卒業）中澤誠人さん

はっきりと自分の考えを伝えよう。

静岡県警察 S u c c e s s  i n t e r v i e w

大学で学んだ電気設計の専門知識を生かせる業種を志望し、就職サテライトセンター
で該当する企業を探しました。私は硬式庭球部に所属していたので、部活動で経験し
た人間関係の大切さは、就職活動でとても役立ちました。また、就職ガイダンスの面
接指導も、実際の面接時の対応に生かすことができてよかったと思います。

電気電子工学科（平成17年度卒業）西畑みゆきさん

人間関係の大切さが役に立つ。

日本電産シバウラ株式会社 S u c c e s s  i n t e r v i e w

日立造船を志望した理由は何ですか？
大きな会社で社会の根幹に関わる仕事をしたいと
思ったからです。きっかけは先生の紹介です。

就職活動で印象に残っていることを教え
てください。
就職ガイダンスに参加したことですね。数多くの
企業と接することができ、仕事に対する視野が広

電気電子工学科
（平成17年度卒業）

土江田直征さん

日立造船株式会社
S u c c e s s  i n t e r v i e w

夢をかなえた先輩たちの声を紹介します。

がっていきました。そこで身に付けた知識を実際
の面接で役立てることができたと思います。
もっとも、面接では面接官が７人もいて、多くの
質問に対応していくのは大変でした。
また、履歴書やエントリーシートに記入する際、
自分を客観視することが難しかったですね。

就職活動にプラスになった学生時代の経
験は何ですか？
ガソリンスタンドでアルバイトをしていたことで
す。接客の仕事を通じて、人前でも緊張すること
が少なくなりました。後輩の皆さんには、失敗を
楽しんで、最後まで諦めない気持ちで就職活動
にチャレンジしてほしいと思います。

営業職に絞って就職活動を行ったそうですが？
就職活動を始めた頃は、何が自分に向いている
のかわかりませんでした。でも、スーパーでのア
ルバイト経験から、人と接することが好きだと考
え、地元企業の営業職に絞った就職活動を行い
ました。全部で１２、３社を訪問しました。

建設工学科
（平成17年度卒業）

橋本大地さん

三谷セキサン株式会社
S u c c e s s  i n t e r v i e w

面接で苦労したことはありましたか？
特になかったです。自分が感じたことや意気込み
を素直に表現することを心がけました。最初は不
安な気持ちもありましたが、就職サテライトセン
ターの先生方にいろいろとアドバイスをしていた
だけたことが、とても心強かったですね。

後輩たちにアドバイスをお願いします。
最初から無理だと思わず、挑戦してみることが大
切だと思います。僕も入社後は同期に負けない
よう、頑張りたいと思っています。
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資格取得に積極的にチャレンジ。

兵庫県警察 S u c c e s s  i n t e r v i e w

警察官は小さい頃からあこがれの職業で、仕事のやりがいの大きさに魅力を感じてい
ました。試験に関する情報などはインターネットで収集しました。面接時には“工学系
の大学から公務員を志望した理由”を質問されましたが、「住民に直接奉仕できる仕事
がしたい」と答えました。面接では、とにかく大きな声ではっきりと自分の考えを伝え
ることが大切ですね。

機械工学科（平成17年度卒業）中澤誠人さん

はっきりと自分の考えを伝えよう。

静岡県警察 S u c c e s s  i n t e r v i e w

大学で学んだ電気設計の専門知識を生かせる業種を志望し、就職サテライトセンター
で該当する企業を探しました。私は硬式庭球部に所属していたので、部活動で経験し
た人間関係の大切さは、就職活動でとても役立ちました。また、就職ガイダンスの面
接指導も、実際の面接時の対応に生かすことができてよかったと思います。

電気電子工学科（平成17年度卒業）西畑みゆきさん

人間関係の大切さが役に立つ。

日本電産シバウラ株式会社 S u c c e s s  i n t e r v i e w

日立造船を志望した理由は何ですか？
大きな会社で社会の根幹に関わる仕事をしたいと
思ったからです。きっかけは先生の紹介です。

就職活動で印象に残っていることを教え
てください。
就職ガイダンスに参加したことですね。数多くの
企業と接することができ、仕事に対する視野が広

電気電子工学科
（平成17年度卒業）

土江田直征さん

日立造船株式会社
S u c c e s s  i n t e r v i e w

夢をかなえた先輩たちの声を紹介します。

がっていきました。そこで身に付けた知識を実際
の面接で役立てることができたと思います。
もっとも、面接では面接官が７人もいて、多くの
質問に対応していくのは大変でした。
また、履歴書やエントリーシートに記入する際、
自分を客観視することが難しかったですね。

就職活動にプラスになった学生時代の経
験は何ですか？
ガソリンスタンドでアルバイトをしていたことで
す。接客の仕事を通じて、人前でも緊張すること
が少なくなりました。後輩の皆さんには、失敗を
楽しんで、最後まで諦めない気持ちで就職活動
にチャレンジしてほしいと思います。

営業職に絞って就職活動を行ったそうですが？
就職活動を始めた頃は、何が自分に向いている
のかわかりませんでした。でも、スーパーでのア
ルバイト経験から、人と接することが好きだと考
え、地元企業の営業職に絞った就職活動を行い
ました。全部で１２、３社を訪問しました。

建設工学科
（平成17年度卒業）

橋本大地さん

三谷セキサン株式会社
S u c c e s s  i n t e r v i e w

面接で苦労したことはありましたか？
特になかったです。自分が感じたことや意気込み
を素直に表現することを心がけました。最初は不
安な気持ちもありましたが、就職サテライトセン
ターの先生方にいろいろとアドバイスをしていた
だけたことが、とても心強かったですね。

後輩たちにアドバイスをお願いします。
最初から無理だと思わず、挑戦してみることが大
切だと思います。僕も入社後は同期に負けない
よう、頑張りたいと思っています。
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R E C E N T  E V E N T S
最 近 の ト ピ ッ ク ス

　

平
成
十
八
年
度
前
期
公
開
講
座
が
、
六
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
、
一
般

市
民
、
学
生
、
教
職
員
合
わ
せ
て
約
三
百
人
の
方
が
聴
講
し
ま
し
た
。
今

回
は
「
未
来
の
自
動
車
と
電
気
電
子
技
術
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
の
森
田　

真
氏
を
招
き
「
未
来
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ

ビ
リ
テ
ィ 

ｉ
・
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
」
と
題
し
、
ま
た
、
本
学
電
気
電
子
工
学
科
の

村
橋
俊
明
教
授
は
「
燃
料
電
池
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
期
公
開
講
座
は
十
一
月
十
五
日
に
開
催
す
る
予
定
で
、
テ
ー

マ
は
「
世
界
最
長
明
石
大
吊
橋
が
出
来
る
ま
で
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
学
が
主
催
す
る
市

民
講
座
が
、
本
年
も
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
中

高
生
や
一
般
市
民
の
方

を
対
象
に
、
本
学
の
教

員
が
専
門
分
野
の
知
識

と
技
術
を
活
か
し
て
実

習
や
講
演
を
行
い
、
大

学
開
放
の
一
環
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
講

座
の
内
容
は
「
生
活
と
科
学
技
術
」「
異
文

化
・
地
域
文
化
」「
先
端
科
学
の
ふ
れ
あ
い

体
験
」
教
室
に
分
け
て
、
土
・
日
曜
日
を

中
心
に
開
催
さ
れ
多
く
の
方
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
七
月
二
十
二
日
・
二
十
九
日

に
開
催
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
は
、
八
十

数
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
は

ご
夫
婦
や
ご
年
配
の
方
が
多
く
、
大
変
熱

心
に
馴
れ
な
い
手
つ
き
で
操
作
し
な
が
ら

担
当
教
員
の
指
導
を
何
度
も
受
け
て
い
ま

し
た
。 　

子
供
た
ち
に
科
学
に
親
し
ん
で
も
ら
う
本
学

園
の
夏
休
み
特
別
企
画
「
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
」

が
、
七
月
二
十
二
日
あ
わ
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
や
工
作
に

挑
み
、
科
学
の
不
思
議
を
満
喫
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
度
か
ら
取
り
組
む
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
「
未
来
塾
」
の
一
環
で
、
三
回
目
と
な

る
今
回
は
県
内
の
児
童
と
保
護
者
約
百
五
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
「
宇
宙
」「
原
子
力
」「
電
気
」
の

三
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
本
学
教
授
陣
が
ユ
ニ
ー

ク
な
実
験
を
通
し
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
大
学
生
を
先
生
と
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
や
乾
電
池
作
り
、
空
気
砲
ゲ
ー

ム
な
ど
多
彩
な
体
験
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
楽

し
く
科
学
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

「前期公開講座」開講

「市民ふれあい教室」開催

「未来塾」開講
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今
年
度
の
五
月
祭
が
五
月
十
四
日
㈰
と
二
十
七
日

㈯
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
四
日
は
金
井
講
堂
で
Ｆ・Ｕ・Ｔ・の
軽
音
楽
部
と

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
部
、
福
井
大
学
や
福
井
大
学
医
学

部
の
軽
音
楽
部
に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
学
生
た

ち
が
熱
の
こ
も
っ
た
演
奏
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
学
二
号
館
で
は
囲
碁
・
将
棋
体
験
や
写

真
部
・
美
術
部
の
作
品
展
示
、
田
舎
家
で
は
茶
道
体

験
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
七
日
の
体
育
祭

で
は
、
恒
例
の
ド
ッ
ヂ

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
出
場
し
た
十
五
チ
ー

ム
が
熱
戦
を
展
開
。
経

営
・
土
木
連
合
チ
ー
ム
が

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

体
育
部
会
、
文
化
学
術
部
会
の
新
入

部
員
歓
迎
会
が
五
月
二
十
四
日
㈬
と

三
十
一
日
㈬
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
で
は
、
金
井
兼
理
事
長
、
三

宅
正
宣
学
長
が
新
入
部
員
と
各
ク
ラ
ブ

に
「
活
動
を
通
じ
て
、
福
井
工
業
大
学

を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

Ｆ・Ｕ・Ｔ・で
は
体
育
部
会
・
文
化
学

術
部
会
合
わ
せ
て
四
十
七
団
体
が
活

動
し
て
お
り
、
今
年
は
体
育
部
会
に

一
四
七
人
、
文
化
学
術
部
会
に
三
十
二

人
が
入
部
し
ま
し
た
。

　

新
入
部
員
た
ち
は
こ
れ
か
ら
四
年

間
、
顧
問
・
監
督
・
コ
ー
チ
、
そ
し
て

先
輩
た
ち
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
勉

学
や
ク
ラ
ブ
活
動
に
打
ち
込
ん
で
い
き

ま
す
。

　

五
月
十
四
日
㈰
、
Ｆ・Ｕ・Ｔ・オ
ー
プ

ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
）

主
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

カ
ナ
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
著
名
な
研
究
者
九
人
が
参
加

し
、
有
機
半
導
体
と
デ
バ
イ
ス
へ
の
応

用
に
関
す
る
最
新
の
研
究
成
果
に
つ
い

て
講
演
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｏ
Ｒ
Ｃ
の
本
学
研
究
者
と
大

学
院
生
が
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
活
発
な
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
、
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
進
行
し
ま
し
た
。

　

第
十
回
福
井
工
業
大
学
院
生
研
究
成

果
公
開
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
六
月
十
四
日
㈬
、
図
書
館
一
階

マ
イ
ス
タ
デ
ィ
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
大
学
院

生
が
自
分
の
研
究
成
果
を
ポ
ス
タ
ー
に

ま
と
め
て
発
表
す
る
場
で
す
。今
回
は
、

電
気
工
学
、機
械
工
学
、建
設
工
学
（
建

築
学
系
、
土
木
工
学
系
）、
応
用
理
化

学
の
四
専
攻
か
ら
十
九
枚
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
大
学
院
生
や
教
授

陣
、
学
部
生
な
ど
が
多
数
訪
れ
、
出
展

者
の
発
表
に
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、

ポ
ス
タ
ー
を
じ
っ
く
り
と
見
学
し
て
い

ま
し
た
。

オープン・リサーチ・センター
国際シンポジウムを開催

体育部会、文化学術部会の
新入部員歓迎会開催

研究成果を公開する
院生ポスターセッション開催

F.U.T.春の祭典、五月祭開催

R E C E N T  E V E N T S
最 近 の ト ピ ッ ク ス
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筆
者
は
リ
モ
ー
ト
・
セ
ン
シ
ン
グ
（
遠
隔
観
測
）

に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
本
文
で
は
三
つ
の

研
究
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一
、
衛
星
受
信
に
つ
い
て

　

あ
わ
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
「
直
径
十
ｍ
パ
ラ
ボ
ラ

ア
ン
テ
ナ
」（
二
〇
〇
一
年
五
月
設
置
）
と
「
テ
ラ
・

ア
ク
ア
衛
星
受
信
シ
ス
テ
ム
」（
二
〇
〇
三
年
九
月
設

置
）
に
よ
り
、
米
国
が
打
ち
上
げ
た
地
球
環
境
観
測

衛
星
テ
ラ
及
び
ア
ク
ア
の
モ
ー
デ
ィ
ス
（
中
分
解
能

撮
像
分
光
放
射
計
）デ
ー
タ
を
直
接
受
信
し
て
い
る
。

テ
ラ
は
十
時
半
頃
、
ア
ク
ア
は
十
三
時
半
頃
、
及
び

そ
れ
ら
の
十
二
時
間
後
に
高
度
約
七
〇
五
㎞
で
日
本

上
空
に
飛
来
す
る
。
観
測
範
囲
は
幅
二
三
三
〇
㎞
、

長
さ
最
大
五
四
〇
〇
㎞
で
、
観
測
波
長
は
可
視
域
か

ら
赤
外
域
ま
で
の
三
六
バ
ン
ド
で
あ
る
。
私
は
受
信

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
設
定
と
受
信
デ
ー
タ
の
保
存
・
管

理
を
担
当
し
て
い
る
。
毎
日
、
平
均
六
パ
ス
受
信
し
、

平
均
二
十
四
GB
の
デ
ー
タ
を
デ
ィ
ス
ク
に
保
存
し
て

い
る
。
な
お
、
今
年
二
月
三
日
の
福
井
新
聞
第
一
面

に
カ
ル
マ
ン
渦
の
雲
画
像
、
五
月
三
日
の
第
一
面
に

黄
砂
画
像
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

二
、
福
井
豪
雨
に
関
す
る

　
　

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
応
用

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
と
も
言
え
る
「
福
井
豪
雨
」

が
二
〇
〇
四
年
七
月
十
八
日
に
発
生
し
た
。
す
ぐ
に

研
究
を
開
始
し
、
同
年
十
月
開
催
の
北
陸
技
術
交

流
テ
ク
ノ

フ
ェ
ア
の

技
術
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
及

び
ブ
ー
ス

展
示
で
、

豪
雨
時
の

雲
画
像
や

レ
ー
ダ
ー

画
像
に
基
づ
き
、
豪
雨
の
原
因
の
一
つ
は
中
国
大
陸

か
ら
続
く
雲
で
あ
る
こ
と
、
更
に
七
月
二
八
日
撮
影

ア
ス
タ
ー
衛
星
画
像
の
フ
ォ
ー
ル
ス
カ
ラ
ー
画
像
処

理
に
基
づ
き
、
足
羽
川
決
壊
現
場
を
含
む
福
井
市
内

や
美
山
町
な
ど
で
水
色
に
表
示
さ
れ
た
所
が
洪
水
や

土
石
流
で
植
物
が
被
害
を
受
け
た
所
で
あ
る
こ
と
を

発
表
し
た
。
そ
の
後
も
毎
年
三
月
と
九
月
の
学
会
で

大
学
院
生
と
連
名
で
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
で
は
現
地
調
査
に
よ
る
確
認
も
重
要
で
あ

る
の
で
、
二
〇
〇
四
年
八
月
か
ら
三
十
回
位
調
査
に

行
き
、
デ
ジ
カ
メ
写
真
も
六
千
枚
を
超
え
て
い
る
。

三
、
エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
に
関
す
る

　
　

リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
応
用

　

エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
は

傘
の
直
径
一
ｍ
以
上
、

重
さ
百
㎏
以
上
に
も

な
る
大
型
ク
ラ
ゲ
で
、

二
〇
〇
二
、二
〇
〇
三
、

二
〇
〇
五
年
に
日
本
海

に
大
量
出
現
し
、
漁
業

に
多
大
な
被
害
を
与
え

て
い
る
。
あ
わ
ら
キ
ャ

ン
パ
ス
で
受
信
し
た

モ
ー
デ
ィ
ス
・
デ
ー
タ
を
使
い
、
海
水
温
や
Ｎ
Ｄ
Ｖ

Ｉ
（
正
規
化
植
生
指
数
）
な
ど
の
解
析
に
よ
る
エ
チ

ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
の
発
生
、
漂
流
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

る
。

2004 年 8 月 16 日撮影
イコノス衛星フォールスカラー画像
処理による美山町蔵作の被害状況

エチゼンクラゲ（傘の直径約 70cm）

宇
宙
通
信
工
学
科
・
助
教
授

加
　
藤
　
芳
　
信

衛
星
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
の
応
用
研
究

Laboratory visit
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昨
年
、
福
井
県
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
回
国
民
文

化
祭 

現
代
美
術
展
に
、
研
究
室
の
学
生
た
ち
と
参

加
し
ま
し
た
。「
記
憶
の
輪
郭
」
と
名
づ
け
た
こ
の

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
仮
設
造
形
作
品
）
は
、
会

場
と
な
っ
た
三
国
町
の
古
い
町
並
み
に
黄
色
の
テ
ー

プ
を
貼
り
つ

け
て
、
日
ご

ろ
見
す
ご
し

て
い
る
歴
史

的
な
造
形
の

魅
力
を
非
日

常
的
な
風
景

の
な
か
で
浮

き
彫
り
に
し

よ
う
と
試
み

た
も
の
で

す
。
幸
運
に

も
文
部
科
学

大
臣
奨
励
賞

（
グ
ラ
ン
プ
リ
）
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
生

諸
君
の
自
信
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
建
築
へ

の
興
味
か
ら
出
発
し
た
私
の
建
築
観
を
再
確
認
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
の
姿
勢
を
育
て
る
活
動
を
研
究
室
で

は
じ
め
た
の
は
、
大
学
で
建
築
を
学
ぶ
こ
と
の
難
し

さ
を
痛
感
す
る
か
ら
で
す
。
私
が
指
導
し
て
い
る
建

築
設
計
は
、
安
全
で
使
い
や
す
く
、
美
し
い
建
築
を

つ
く
る
た
め
の
技
術
や
思
想
の
集
大
成
で
す
。
大
学

の
設
計
実
習
で
は
、
図
面
や
模
型
を
制
作
す
る
課
題

を
通
し
て
こ
れ
を
勉
強
す
る
わ
け
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
学
生
は
本
物
の
建
築
を
つ
く
り
な
が
ら
学
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
学
生
の
図
面
を
ま
さ

に
絵
に
描
い
た
餅
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
、
た

と
え
ス
ケ
ー
ル
が
違
っ
て
も
、
構
想
か
ら
デ
ザ
イ
ン

を
経
て
、
実
物
の
製
作
に
至
る
ま
で
の
一
貫
し
た
創

造
体
験
が
必
要
だ
と
考
え
、
２
×
４
木
材
を
使
っ

た
ベ
ン
チ
制
作
の
実
験
授
業
の
開
発
に
至
り
ま
し

た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
そ
こ
に
座
る
人

間
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
す
る
装
置

と
し
て
ベ
ン
チ
を
と
ら
え
ま
す
。
最
初
は
ベ
ン
チ
の

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
、
と
ま
ど
う
学
生
た
ち
も
、

や
が
て
独
創
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
造
形
を
夢
中
で
イ

メ
ー
ジ
し
は
じ
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
学
生
諸
君
と
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
楽
し
む
一
方
で
、
か
つ
て
大
学
院
の
こ
ろ
に

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
留
学
し
て
研
究
し
た
建
築
家
ア

ス
プ
ル
ン
ド
の
偉
業
を
日
本
に
紹
介
す
る
仕
事
を
、

徐
々
に
手
が
け
て
い
ま
す
。
昨
年
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
出
版

か
ら
念
願
の
作
品
集
を
出
版
し
た
の
に
続
き
、
今
年

は
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
「
世
界
遺
産
」
の
監
修
や
松
下
電

工 

汐
留
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
た
国
内
初
の

展
覧
会
の
企
画
・
監
修
な
ど
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

研
究
室
と
は
、
私
に
と
っ
て
学
生
た
ち
と
建
築
へ

の
夢
を
共
有
す
る
場
の
こ
と
で
す
。
彼
ら
は
い
つ
の

間
に
か
独
力
で
育
っ
て
い
き
、
教
員
が
そ
れ
に
刺
激

さ
れ
て
自
分
を
何
度
も
奮
い
立
た
せ
て
い
る
、
そ
れ

が
私
の
さ
さ
や
か
な
仕
事
場
で
起
っ
て
い
る
こ
と
の

す
べ
て
で
す
。

建
設
工
学
科
建
築
学
専
攻
・
助
教
授

川
　
島
　
洋
　
一

「
現
場
主
義
」で
育
て
る
モ
テ
ィ
べ
ー
シ
ョ
ン

Laboratory visit

仮設造形作品現場

自分の考えがカタチに…。
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福
井
工
業
大
学
は
文
部
科
学
省
私
立
大
学
学
術
研

究
高
度
化
推
進
事
業
「
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
」
に
選
定
さ
れ
、
平
成
十
七
年
度

か
ら
五
か
年
の
予
定
で
本
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

本
学
Ｏ
Ｒ
Ｃ
は
「
次
世
代
環
境
調
和
型
科
学
技
術

の
研
究
開
発
」
と
い
う
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
も

と
に
、
今
世
紀
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
資
源
・
地
球
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
調
和
を
基
軸
と
し
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利

用
技
術
」、「
生
物
資
源
の
有
効
利
用
技
術
」、「
地
球
環

境
の
保
全
技
術
」
及
び
「
環
境
適
合
性
材
料
科
学
技

術
」
に
関
す
る
科
学
技
術
の
創
成
と
実
践
を
目
的
と

し
て
、
広
範
な
学
問
領
域
を
有
機
的
に
結
合
・
融
合

さ
せ
、
科
学
技
術
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。初
年
度
に
は
研
究
設
備
を
新
た
に
整
備
し
、

現
在
十
五
名
の
本
学
教
員
が
各
専
攻
の
粋
を
超
え
て

密
接
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
研
究
に
携
わ
っ
て
ま

す
。
以
下
に
、
新
た
に
整
備
し
た
研
究
設
備
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

品　　名 型　番 用　　　　　　途

①水素分析装置 EMGA―
621W

金属材料中の水素濃度の測定と、その固溶
状態を明らかにする。

②フーリエ変換赤外
分光分析装置

Spectrum
one

環境適合性の高分子、いわゆるグリーンポ
リマーの構造測定に使用。

③マイクロプレート
リーダー ジェニオス 微量生体成分の吸光、発光、蛍光を自動分

析する。

④全有機体炭素計 TOC-Vcsh 水試料中の有機物総量を測定する。

⑤多元素同時 ICP 発光
分光分析装置 SPS5100 金属材料等に含有される微量不純物元素を

同時かつ高感度に定量する。

◆初年度（平成17年度）に整備した研究設備一覧表

研
究
代
表
者城

　
田
　
靖
　
彦

（
環
境
・
生
命
未
来
工
学
科
・
教
授
）

オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー

④全有機体炭素計

③マイクロプレートリーダー

⑤多元素同時 ICP 発光分光分析装置

②フーリエ変換赤外分光分析装置①水素分析装置

設 備 紹 介

　 福 井 工 業 大 学　
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我
が
家
の
長
男
が
福
井
工
業
大
学
に
お
世
話
に

な
っ
て
か
ら
四
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
小
学
校
か

ら
や
っ
て
い
た
陸
上
競
技
を
続
け
た
い
、
将
来
の
夢

で
あ
る
建
築
設
計
の
勉
強
を
し
た
い
」
こ
の
両
方
を

叶
え
て
く
れ
た
の
が
、
福
井
工
業
大
学
へ
の
入
学
で

し
た
。

　

部
活
で
多
く
の
先
輩
後
輩
と
出
逢
い
、
学
業
で
は

熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
る
先
生
方
と
出
逢
い
、
充
実

し
た
学
生
生
活
の
残
さ
れ
た
日
々
、
自
分
の
夢
の

達
成
に
悔
い

の
な
い
よ
う

送
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
ば

か
り
で
す
。

親
元
を
離
れ

全
く
環
境

の
違
う
北

陸
、
大
学

生
活
は
諸

先
生
の
細

か
い
ご
配

慮
に
支

え
ら
れ
、

帰
省
す
る

た
び
に
た

く
ま
し
く

な
っ
て
い
く

息
子
を
見

る
に
つ
け
感

謝
の
念
に
た

え
ま
せ
ん
。

　
『
相
田
み
つ

を
』
の
詩
の

中
に
「
そ
の

時
の
出
逢
い
が
人
生
を
根
底
か
ら
変
え
る
こ
と
が
あ

る
。
よ
き
出
逢
い
を
…
…
」
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま

す
。
息
子
の
福
井
工
業
大
学
で
の
よ
き
出
逢
い
が
こ

れ
か
ら
の
人
生
、
大
切
な
宝
物
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

終
わ
り
に
、
私
の
住
ん
で
い
る
静
岡
県
富
士
市
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
本
一
の
山
・
富
士

山
と
桜
え
び
、
し
ら
す
漁
の
盛
ん
な
駿
河
湾
に
面

し
気
候
温
暖
な
所
で
す
。
ま
た
、
富
士
市
特
産
の
ゆ

大
切
な
宝
物

寄 稿

静
岡
県
富
士
市　

鈴　

木　

直　

子

（
後
援
会
理
事
）

で
落
花
生
、
や

ぶ
北
茶
、
冨
士

梨
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
全
国
の

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
生
産
量
の

三
十
二
％
を

占
め
る
紙
の

町
・
冨
士
は
、

そ
れ
を
実
証

す
る
か
の
よ

う
に
立
ち
な

ら
ぶ
製
紙

工
場
の
煙
突
の

数
も
驚
く
ほ
ど
で
す
。
冬
の
雪
化
粧
を
し
た
富
士
山

は
、
母
親
の
よ
う
に
や
さ
し
い
姿
で
、
ま
た
、
夏
の

山
肌
を
し
っ
か
り

見
せ
た
富
士
山
は

父
親
の
よ
う
に
力

強
く
私
た
ち
の

毎
日
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
ま

す
。
日
本
一
の

山
・
富
士
山
の

登
山
に
是
非
、

挑
戦
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
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入試トピックス
　本学では、「すべてを学生のために」をモットーに、「創造力」「人
間力」「共生力」を育むための様々な取組みを行っています。
　入試においては今年度から、一般推薦入試において、従来の
学力テストからマークシート方式による「工学適性検査（数・英）」
への変更を、また一般入試において、新たに中期一般入試の区
分を設けるとともに、科目に生物Ⅰを追加するなど、多様化す
る高校生の適性に合わせて、様々な入試制度を設けています。
　また、大学院入試や社会人を対象とした入試も実施していま
すので、詳細をお知りになりたい場合は、お気軽に入試事務課
までお問い合わせください。

福井工業大学  募集企画課
TEL：0776－29－7871（直通）
　　 0120－291－780（フリーコール）
FAX：0776-29-7891
E-mail：kikaku@fukui-ut.ac.jp

福井工業大学  入試事務課
TEL：0776－29－7869（直通）
E-mail：nyushi@fukui-ut.ac.jp

お
問
い
合
わ
せ
先

●入試全般に関すること

●大学広報及び学生募集全般に関すること

●日程順に載せてあります。

URL：http://www.fukui-ut.ac.jp

試験区分

大　　　　学　　　　院

出願期間

試 験 日

合格発表日

  推薦（博士後期）
［内部進学者対象］

12月  6日㈬

11月  2日㈭～
11月24日㈮

12月15日㈮

１期：11月  2日㈭～ 11月24日㈮

１期：12月  6日㈬、２期：2月  8日㈭

１期：12月15日㈮、２期：2月16日㈮

２期：  1月19日㈮～  2月   2日㈮

社会人
（修士・博士後期）

1月19日㈮～
 2月  2日㈮

後期推薦
（修士）

〔内部進学者対象〕

【工学部】  学科・専攻・コース紹介（募集定員617名）
学　　科

試験区分

工　　　　学　　　　部

出願期間

試 験 日

合格発表日

11月3日（金・祝） ①11月2日㈭②11月3日（金・祝）
① 1月31日㈬
② 2月  1日㈭

10月10日㈫～10月20日㈮

11月10日㈮

前期一般
推 薦
①②日程

11月3日（金・祝）

専門高校・
総合学科
推 薦

女子学生
特別推薦

12月  3日㈰

11月13日㈪～
11月24日㈮

12月15日㈮ 2月  9日㈮ 2月16日㈮

後 期
スポーツ
推 薦

後 期
一般推薦
社会人１期

  1月  9日㈫～
  1月23日㈫

前期一般
①②日程

  2月  2日㈮

  1月  9日㈫～
  1月22日㈪

3月  1日㈭

  2月22日㈭

  2月  5日㈪～
  2月14日㈬

編入３期 中期一般

  3月13日㈫

  2月26日㈪～
  3月  6日㈫

  3月20日㈫

後期一般
社会人２期

個別試験は課しません

  1月22日㈪～
  2月  1日㈭

  2月16日㈮

前 期
センター
試験利用

  2月26日㈪～
  3月  8日㈭

  3月20日㈫

後 期
センター
試験利用

電 気 電 子 工 学 科

機 械 工 学 科

建 設 工 学 科

環境・生命未来工学科

経 営 情 報 学 科

宇 宙 通 信 工 学 科

原子力技術応用工学科

募集定員
110名

120名

107名

70名

60名

50名

50名

30名

20名

専　　攻

建 築 学 専 攻

土 木 環 境 工 学 専 攻

マルチメディア工学専攻

経営情報システム工学専攻

コ　　ー　　ス
電気エネルギーコース、電気システムコース、電子情報デバイスコース、コンピュータ情報システムコース

機械システムコース、自動車システムコース、ロボット開発コース

建築コース、空間芸術コース、伝統木造建築コース

社会基盤コース、都市デザインコース、環境防災コース

環境テクノロジーコース、物質サイエンスコース、生命バイオコース

メディアクリエートコース、メディアプロデュースコース

情報システムコース、経営システムコース

【大学院工学研究科】  課程・専攻紹介
課　　程

修 士 課 程

博 士 後 期 課 程

専　　　　攻
電気工学専攻、機械工学専攻、建設工学専攻、応用理化学専攻、情報学専攻

電気工学専攻、応用理化学専攻

〔平成19年度 福井工業大学 入試日程〕

2月  8日㈭

2月16日㈮

・後期一般
・後期個別入学資格審査
　（修士）

資格審査期間
1月  5日㈮～ 1月12日㈮
1月19日㈮～ 2月  2日㈮
（ ）

・一　般
・個別入学資格審査
　（博士後期）

2月  8日㈭

2月16日㈮


